
イ

離
職
の
場
合
又
は
第
三
条
に
規
定
す
る
場
合

公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
同
条
第
十
項
に
規
定

す
る
職
業
紹
介
事
業
者
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
委
託
を
受
け
て
無
料
の
職
業
紹
介
を
行
う
者
に
求
職

の
申
込
み
を
し
、
誠
実
か
つ
熱
心
に
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
又
は
期
間
の
定
め
が
六
月
以
上
の
労

働
契
約
に
よ
る
就
職
を
目
指
し
た
求
職
活
動
を
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に

該
当
す
る
者
に
つ
い
て
、
当
該
者
が
給
与
以
外
の
業
務
上
の
収
入
を
得
る
機
会
の
増
加
を
図
る
取
組
を
行

う
こ
と
が
当
該
者
の
自
立
の
促
進
に
資
す
る
と
都
道
府
県
等
が
認
め
る
と
き
は
、
申
請
日
の
属
す
る
月
か

ら
起
算
し
て
三
月
間
（
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
期
間
を
延
長
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
引
き

続
き
当
該
取
組
を
行
う
こ
と
が
当
該
者
の
自
立
の
促
進
に
資
す
る
と
都
道
府
県
等
が
認
め
る
と
き
は
、
六

月
間
）
に
限
り
、
当
該
取
組
を
行
う
こ
と
を
も
っ
て
、
当
該
求
職
活
動
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ

第
三
条
の
二
に
規
定
す
る
場
合

生
活
困
窮
者
家
計
改
善
支
援
事
業
又
は
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援

事
業
に
お
け
る
家
計
に
関
す
る
相
談
支
援
に
お
い
て
、
そ
の
家
計
の
改
善
の
た
め
に
次
の

又
は

に
掲

げ
る
い
ず
れ
か
の
事
由
に
よ
り
新
た
な
住
居
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
費
用
の
捻
出
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

新
た
な
住
居
の
確
保
に
伴
い
生
活
困
窮
者
が
賃
借
す
る
住
宅
の
一
月
当
た
り
の
家
賃
の
額
（
当
該
生

活
困
窮
者
が
持
家
で
あ
る
住
宅
そ
の
他
の
当
該
生
活
困
窮
者
が
賃
借
す
る
住
宅
以
外
の
住
宅
に
居
住
し

て
い
る
場
合
又
は
住
居
を
持
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
居
住
の
維
持
又
は
確
保
に
要
す
る
費
用
の
額
。

に
お
い
て
同
じ
。）が
減
少
し
、
家
計
全
体
の
支
出
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

新
た
な
住
居
の
確
保
に
伴
い
生
活
困
窮
者
が
賃
借
す
る
住
宅
の
一
月
当
た
り
の
家
賃
の
額
が
増
加
す

る
が
、
新
た
な
住
居
の
確
保
に
伴
う
そ
の
他
の
支
出
の
削
減
に
よ
り
家
計
全
体
の
支
出
の
削
減
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
。

（
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
額
等
）

（
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
額
等
）

第
十
一
条

生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
額
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
一
条

生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
は
一
月
ご
と
に
支
給
し
、
そ
の
月
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
当
該
額
が
住
宅
扶
助
基
準
に
基
づ
く
額
を
超
え
る
場
合

は
、
当
該
住
宅
扶
助
基
準
に
基
づ
く
額
）
と
す
る
。

一

離
職
の
場
合
又
は
第
三
条
に
規
定
す
る
場
合

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
額
（
当
該
額
が
住
宅
扶
助
基
準
に
基
づ
く
額
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
住
宅
扶

助
基
準
に
基
づ
く
額
）
を
、
一
月
ご
と
に
支
給
す
る
。

一

申
請
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
及
び
当
該
生
活
困
窮
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
収
入

の
額
を
合
算
し
た
額
（
次
号
に
お
い
て
「
世
帯
収
入
額
」
と
い
う
。）が
基
準
額
以
下
の
場
合

生
活
困
窮
者

が
賃
借
す
る
住
宅
の
一
月
当
た
り
の
家
賃
の
額

イ

申
請
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
世
帯
収
入
額
が
基
準
額
以
下
の
場
合

生
活
困
窮
者
が
賃
借
す
る
住
宅

の
一
月
当
た
り
の
家
賃
の
額

が
認
め
る
と
き
は
、
申
請
日
の
属
す
る
月
か
ら
起
算
し
て
三
月
間
（
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給

期
間
を
延
長
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
引
き
続
き
当
該
取
組
を
行
う
こ
と
が
当
該
者
の
自
立
の
促
進
に
資
す
る

と
都
道
府
県
等
が
認
め
る
と
き
は
、
六
月
間
）
に
限
り
、
当
該
取
組
を
行
う
こ
と
を
も
っ
て
、
当
該
求
職
活

動
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ

申
請
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
世
帯
収
入
額
が
基
準
額
を
超
え
る
場
合

基
準
額
と
生
活
困
窮
者
が
賃

借
す
る
住
宅
の
一
月
当
た
り
の
家
賃
の
額
を
合
算
し
た
額
か
ら
世
帯
収
入
額
を
減
じ
て
得
た
額

二

第
三
条
の
二
に
規
定
す
る
場
合

新
た
な
住
居
の
確
保
に
要
す
る
費
用
（
新
た
に
確
保
す
る
住
居
が
所
在

す
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）に
お
け
る
住
宅
扶
助
基
準
に
基
づ
く
額
に
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
れ
に

よ
り
が
た
い
と
き
は
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
）
を
上
限
と
す
る
。）を
、
新
た
な
住
居
の
確
保
の
際

に
支
給
す
る
。

二

申
請
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
世
帯
収
入
額
が
基
準
額
を
超
え
る
場
合

基
準
額
と
生
活
困
窮
者
が
賃
借

す
る
住
宅
の
一
月
当
た
り
の
家
賃
の
額
を
合
算
し
た
額
か
ら
世
帯
収
入
額
を
減
じ
て
得
た
額

２

前
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上

げ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ

る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報 
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